







































































































図２ 在院期間 図３ 入院経路
図４ 退院先 図５ 他の医療機関への転院理由
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症状の加療を担っていることが示唆される。
結 語
当科における認知症入院患者の動向を調査した。
調査結果より、当科は一般病院における精神科として、
身体合併症を有する急性期の認知症患者への対応が求め
られていると考え、認知症に対して医療と福祉を交えた
包括的な対応が求められている昨今、医療の中でも、認
知症に対する各医療機関の機能を明確化・重点化するこ
とが重要である。
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